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X13a miniTAO/ANIR Paα輝線で探る初期衝突銀河-TaffyI-の星形成活動
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近傍宇宙に存在する超/高光度赤外線銀河 (近傍U/LIRGs)は、活発な星形成活動により大量のダストを生成し、
そのほとんどの形態が衝突/相互作用銀河である。こうした衝突/相互作用により星形成が活発化されていると考
えられているが、いつ、どこで、どのように活発化しているかに関する詳細は未だ明らかにされていない。そこ
で我々は、2010年 10月にminiTAO1.0m望遠鏡/近赤外線カメラ (ANIR)にて、TaffyI(UGC12914/5)の Paα輝
線 (1.875µm)観測を行った。高い標高 (5640m)と乾いた気候のおかげで、ANIRは現在地上からPaα撮像観測が
できる唯一の観測装置である。Paαは、Hαよりダスト減光に強く、Hα撮像観測で問題となる [NII]のコンタミ
ネーションがない、などの理由からU/LIRGsの星形成を無バイアスにトレースできるとして注目されている。
TaffyIは赤外線光度 L(IR)=7×1010L⊙ と、典型的な ULIRGよりも１桁ほど暗い LIRG にも及ばないが、近傍
U/LIRGに特徴的な衝突銀河の初期段階であり、U/LIRGに準ずるものと考えられている。face-onで衝突してか
ら 2×107yr経過しており (Condon et al. 1993)、Paαから SFR(星形成率)を求めると、系全体で 7 M⊙yr

−1以上、
特に bridge 部分 (衝突面)の SFRは 0.32 M⊙yr

−1以上で、全体の星形成の 5%以上という大きな割合を担ってい
ることが明らかとなった。本講演では、ANIRにより明らかになってきた銀河衝突初期の特徴を議論してゆく。


